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令和４年 第１０回渋谷区教育委員会定例会会議録 

 

１ 開会日時   令和４年５月１９日（木）午前１０時００分 

２ 閉会日時   令和４年５月１９日（木）午前１１時２５分 

３ 場  所   渋谷区役所４階教育委員会室 

４ 出 席 者 

 (委 員) 

教育長 五十嵐 俊子 

委 員 大日方 邦子 

委 員 松澤 香 

委 員 坂本 眞理子 

委 員 平岩 国泰 

委 員 松本 理寿輝 

 (事務局職員) 

教育委員会事務局次長                 菅原 幸信 

教育ＤＸ政策推進特命部長               小泉 武士 

  教育委員会事務局参事                 篠原 保男 

  学校施設整備調整担当課長               堀江 崇 

  学務課長                       横手 麻理 

  教育指導課長                     渡辺 浩一 

  教育センター所長                   小林 繁 

  地域学校支援課長                   小林 由江 

副参事（特命担当課長）          （教育センター所長兼務） 

 (書 記)   小山 夏紀   伊藤 伸雄 

５ 会議の概要   別紙のとおり 
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報告 

（１）令和４年度児童・生徒・園児数及び学級数について 

   [資料１：令和４年度児童生徒数及び学級数／令和４年度区立幼稚園園児数一覧] 

 

（２）令和４年度新１年生就学状況について 

   [資料２：令和４年度新１年生就学状況について] 

 

（３）令和４年度全国学力・学習状況調査について 

   [資料３：令和４年度全国学力・学習状況調査について] 

 

（４）令和４年度放課後クラブの登録状況について 

   [資料４：令和４年度放課後クラブの登録状況について] 

 

その他 

（１）令和４年度一般会計補正予算案について 

 

（２）幼稚園教育職員の給与に関する条例について
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議事運営等 

○ 令和４年第１０回教育委員会定例会を開会 

○ 議事録署名に大日方委員を指名 

 

■ 教育長報告要旨 

〇まず、これまでの定例会で意見をいただいた、「渋谷区『新しい学校づくり』整

備方針」であるが、事務局内での調整等も終わり、本日午後、渋谷区議会文教

委員会に報告する。２３日又は２４日には、渋谷区ホームページにより、動画

と合わせて整備方針を公表する予定である。その後は、ＰＴＡ等の会合等の場

面で、順次、説明を行っていく。学校関係者や地域の方々とも、渋谷区が目指

す「新しい学校施設像」を共有しながら、丁寧な説明を行い、理解を求めてい

く。次に、運動会についてである。２１日には２校、２８日には１０校、６月

には４校で運動会が予定されている。昨年、一昨年と、新型コロナウイルス感

染症により、運動会をはじめとした学校行事を予定どおり実施することが難し

い状況が続いた。感染症については、今なお警戒が必要な状況ではあるが、学

校における感染及びその拡大のリスクを可能な限り低減しつつ、子供たちの健

やかな成長を図るため学校運営を充実していく。最後に、令和４年第２回区議

会定例会が６月１日に開会され、１日から３日が本会議の予定である。 

 

◆報告１ 

 令和４年度児童・生徒・園児数及び学級数について 

--◇説明要旨 ---------------------------------------------------------- 

(※別紙資料１に基づき学務課長が説明) 

○令和４年度児童・生徒・園児数及び学級数について説明する。記載の数値は、

５月１日現在の確定数である。小学校について、通常学級の児童数は７，２６

５人で、昨年度確定値に比べ、１９７人の増である。特別支援学級の知的障害

固定学級の児童数は、合計で８８人となり、昨年度確定値と比べ７人の増であ

る。小学校児童数合計は７，３５３人で、昨年度確定値と比べ、２０４人の増

となっている。小学校学級数については、通常学級が２４９学級で、昨年度と

比べ、１２学級の増である。特別支援学級の知的障害固定学級、通級指導学級、

日本語国際学級、難聴・言語障害通級指導学級はそれぞれ昨年度と同数となっ

ている。小学校の学級数の合計は、通級学級を含めて２６８学級で、昨年度と

比べ、１２学級の増となる。続いて中学校について、通常学級の生徒数は１，

９０７人で、昨年度確定値と比べ、５３人の増である。特別支援学級の知的障

害固定学級の生徒数の合計は３９人で、昨年度確定値と比べ、９人の増である。

中学校在籍生徒数は１，９４６人で、昨年度確定値と比べ、６２人の増である。

中学校学級数については、通常学級が６１学級で、昨年度と比べ、１学級の増
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である。特別支援学級の知的障害固定学級は６学級で、昨年度と同数である。

学級数の合計は６７学級で、昨年度と比べ、１学級の増である。続いて幼稚園

について、学級数は昨年度と同数の１０学級である。定員についても昨年度と

同人数の３１５人である。園児数については、４歳児が７１人で、昨年度確定

値と比べ、１６人の減であり、５歳児が９０人で、昨年度確定値と比べ、２６

人の減である。園児数の合計は１６１人で、昨年度確定値と比べ、４２人の減

である。 

 

--◇質疑応答 ---------------------------------------------------------- 

（大日方委員） 

 〇小学校の特別支援学級の学級数の増減について再度教えてほしい。 

 

（学務課長） 

 〇昨年度と同数である。 

 

（大日方委員） 

 〇小学校の通常学級は昨年度と比べ、１２学級増えているとのことだが、その

背景について教えてほしい。 

 

（学務課長） 

 〇児童数については、入学者数の増に伴い、全体として増となっている。また、

通常学級の学級数の増については、低学年が３５人学級であることから、入

学者数の増に伴い、学級数も増となっている。 

 

（坂本委員） 

 〇全体的に子供が減っているにも関わらず、渋谷区では増えていることについ

て、どのように考えるのか。また、代々木山谷小学校の１年生の人数が大幅

に増えている理由について教えてほしい。 

 

（教育委員会事務局次長） 

 〇代々木山谷小学校については、合併当時、１学年における学級数は２学級を

超えることを想定していなかった。また、当時の児童数は全体で５，０００

人程度であったため、ここまで児童数が増えることを想定していなかったこ

とが大きな要因だと考える。今後、３５人学級が学年進行していくため、ハ

ード面でも対応していかなければならないと考えている。 

 

（学務課長） 
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 〇小学校１年生の人数が全体的に増えている理由については、区内の保育園が

充実していることもあり、小学校入学前に転居してくる世帯が多くなってい

る。この世帯が、引き続き区内の小学校に通われる傾向があると考える。 

 

（松澤委員） 

 〇保育園から小学校の流れがあるため、これを踏まえて学校計画を立てていく

ことが重要だと考える。そして、これらを分析することが教育委員会として

大切だと思う。また、従前から議論しているが、保育園等の就学前教育と小

学校は引き続き十分な連携を取っていただきたいと思う。 

 

（坂本委員）  

 〇公立の保育園に欠員が出ていることに驚いている。 

 

（松本委員） 

 〇待機児童が０人であることは、区内の区立・私立の保育園のどこかに空きが

できるということを意味する。また、小学校の入学者数の把握という点で、

保育園との連携はどのように対応されているのか教えてほしい。 

 

（教育委員会事務局次長） 

 〇児童数等の推計については、教育委員会も関わりながら、渋谷区子ども・子

育て支援事業計画を立てており、内容については教育委員会でも把握してい

る。推計と実態とのかい離もあると考えるが、しっかりと連携し情報収集し

たい。また現在、３期目の策定に入る段階でもあるため、引き続き教育委員

会としても関わっていきたいと考えている。 

 

（大日方委員） 

 〇教育委員会として児童・生徒数や学級数を把握することは大切だと思うが、

増減だけでなく、そこから見える課題や変化について説明を加えたり、資料

を精査したりしていただけると意義のある議論ができると思う。 

 

--◇議事結果 ---------------------------------------------------------- 

○了承する。 

 

◆報告２ 

 令和４年度新１年生就学状況について 

--◇説明要旨 ---------------------------------------------------------- 

(※別紙資料２に基づき学務課長が説明) 
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 〇令和４年度新１年生就学状況について説明する。小学校の入学対象者数は１，

７２６人で、昨年度確定値と比べ１０１人の増である。次に、入学者数は１，

３６３人で、昨年度確定値と比べ７０人の増である。入学者数の内訳は指定

校入学者が１，１９５人で、昨年度確定値と比べ１８１人の増である。指定

校変更入学者が１６６人で、昨年度確定値と比べ１０３人の減である。区域

外就学入学者は２人で、昨年度確定値と比べ８人の減である。入学者数にお

ける割合は、指定校入学者が８７．７％、指定校変更入学者が１２．２％で

ある。国立・私立・インターナショナルスクール等の入学者は３６５人で、

昨年度確定値と比べ２３人の増である。中学校の入学対象者数は１，３８９

人で、昨年度確定値と比べ１３４人の増である。入学者数は６８１人で、昨

年度確定値と比べ７０人の増である。入学者数の内訳は指定校入学者が４２

８人で、昨年度確定値と比べ２６人の増である。指定校変更入学者は２４８

人で、昨年度確定値と比べ４７人の増である。区域外就学入学者は５人で、

昨年度確定値と比べ３人の減である。入学者数における割合は、指定校入学

者が６２．８％、指定校変更入学者が３６．４％である。国立・私立・イン

ターナショナルスクール等の入学者は、７１３人で、昨年度確定値と比べ６

１人の増である。入学者数の推移について、令和４年度の小学校の入学率は

７８．９％で、昨年度と比べ０．７ポイントの減である。中学校の入学率は

４９．０％で、昨年度と比べ０．３ポイントの増である。 

 

--◇質疑応答 ---------------------------------------------------------- 

(松澤委員) 

 〇教育委員会として、インターナショナルスクールに対してどのようなフォロ

ーアップをしているのか教えてほしい。 

 

（大日方委員） 

 〇日本以外の国籍や日本国籍を持っていても日本語を母語としない児童・生徒

が増えてきていると思うので、多様な教育を確保するという意味では、非常

に重要な状況であると考える。これらを踏まえて、教育委員会事務局として

の見解や分析内容を教えてほしい。 

 

（教育ＤＸ政策推進特命部長） 

 〇後日、説明する機会を設ける。 

 

--◇議事結果 ---------------------------------------------------------- 

○了承する。 
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◆報告３ 

 令和４年度全国学力・学習状況調査について 

--◇説明要旨 ---------------------------------------------------------- 

(※別紙資料３に基づき教育指導課長が説明) 

〇令和４年度全国学力・学習状況調査について説明する。全国学力・学習状況調

査は、義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童・

生徒の学力や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証すること、

また、学校における児童・生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立

てること等を目的とし、毎年、小学校第６学年の児童及び中学校第３学年の生

徒を対象として実施している。今年度は、４月１９日に実施した。調査問題は、

平成２９年３月に公示された小学校学習指導要領、中学校学習指導要領におい

て、育成すべき資質・能力として、生きて働く「知識及び技能」、未知の状況

にも対応できる「思考力、判断力、表現力等」、学びを人生や社会に生かそう

とする「学びに向かう力、人間性等」という三つの柱から整理されている。こ

れらの三つの柱は相互に関係し合いながら育成されるという考え方で成り立

っていることから、「知識」や「活用」を一体的にみる調査問題として構成さ

れている。今年度の調査内容は、教科に関する調査が国語、算数・数学、理科

の３教科である。理科は３年に一度程度実施されることになっている。このほ

か、生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査がある。今回の質問紙調査では、

小学校４校、中学校２校が希望申請によりオンラインで実施している。出題範

囲は調査する学年の前学年までに含まれる指導事項を原則としている。教科に

関する調査内容は、身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及

ぼす内容や、実生活において不可欠であり、常に活用できるようになっている

ことが望ましい知識と技能である。各校種、各教科の問題例を紹介する。はじ

めに小学校の国語の問題である。この問題では、「六年生としてがんばりたい

こと」について作文を書く場面を設定し、推敲前と推敲後の二つの文章を比較

している。自分の考えが明確に伝わるように、文章全体の構成に着目して文章

を整えたり、文章に対する感想や意見を伝え合い、自分の文章の良いところを

見つけたりすることが求められている。次に算数である。この問題は、日常生

活の問題を解決するために、これまで算数で学習してきた整数の乗法の計算や

最小公倍数の理解について問う問題である。こうした基礎的・基本的な計算の

仕方などは、誰一人として取り残さないように指導を続けることが重要と考え

ている。今年度から小学校全校に算数の学習者用デジタル教科書及び教科書連

携デジタル教材（インタラクティブスタディ）を導入している。インタラクテ

ィブスタディは、スモールステップの問題が細かく設定され、どの段階でつま

ずきが発生しているか児童の学習定着状況を診断し、補充問題をクリアしてか

ら教科書の例題に進むという仕組みである。教員側でもどの児童がどの段階で
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つまずいているか速やかに発見でき、個別の支援ができる教材となっている。

次に理科の問題である。この問題では、タブレット端末を活用し、ナナホシテ

ントウというテントウ虫が卵から成虫になるまでの様子を観察して、観察の記

録を読み取り、誰がどの視点をもって観察したものであるかを問うものである。

問題を解決するために必要な観察の視点を基に、問題を解決するまでの道筋を

構想し、自分の考えを持つことができるかどうかを見ている。次に中学校の国

語である。この問題は、意見文を書く際、自分の考えが伝わる文章になるよう

に、根拠を明確にして書いているかを問う問題である。スマート農業について

の意見文において、タブレット端末上で友達からのコメントを基に、どのよう

によりわかりやすく修正するかが問われている。次に数学である。この問題は、

データの傾向を的確に捉え、判断の理由を数学的な表現を用いて説明すること

ができるかどうかをみる問題である。２つのコマを回し、その回り続けた時間

を示したグラフを読み取り、学級で行うコマ回し大会では、どちらのコマを使

うかを記述にて説明し回答する。どちらのコマを選べば正解となるのではなく、

選んだ根拠を説明することが問われている。最後に理科である。この問題は、

タッチパネルの反応について、水分がどのくらい関係しているかに関連し、日

常生活や社会の中で物体が静電気を帯びる現象を問うことで、静電気に関する

知識及び技能を活用できるかどうかを問う問題である。今後のスケジュールで

あるが、８月下旬に文部科学省から調査結果が送付される予定である。問題の

形式や示されている評価の観点を分析することで、各教師の授業改善に生かす

ことができる。また、調査結果は、各校の授業充実プランに反映させ、各校の

授業改善に活用していく。教育指導課では、本区の結果について分析し、教員

研修や学校訪問において、先ほど紹介したデジタル教科書に伴う教科書連携デ

ジタル教材の使用促進を図るなどして、更なる指導の充実に向け学校を支援し

ていく。 

 

--◇質疑応答 ---------------------------------------------------------- 

(平岩委員) 

 〇デジタル教科書に伴う教科書連携デジタル教材が効果を発揮してくれると良

いと思う。また、学力改善につながることが先生方がタブレットを活用した

いという気持ちになる一番の理由だと思う。個別最適化できるのが本来のタ

ブレットの役割だと思うので、今後、成果が出てくるとうれしい。 

 

（松澤委員） 

 〇平岩委員ご指摘の点については、私自身も着目している。この点については、

質問紙調査の中でも触れられていると思った。また、学力調査の実施のタイ

ミングについて教えてほしい。 



 

-9- 

 

（教育ＤＸ政策推進特命部長） 

 〇全国学力・学習調査は、例年４月の第３火曜日に実施している。昨年度は、

新型コロナウイルス感染症の影響により、実施日をずらしており、実施でき

ない学校は実施していない状況である。 

 

（大日方委員） 

 〇理科の取組についてであるが、実際の生き物を学校の中で観察したり、飼育

したりすることはできているのか、または、タブレットの中で学ぶことが多

いのか、現状について教えてほしい。 

 

（教育指導課長） 

 〇実際の生き物に関しては、校庭の植物や昆虫を観察したり、校外学習の際に

タブレットで記録を取ったりしている。また、タブレットを使ってその生き

物を調べるなど、融合させながら進めている状況である。 

 

（大日方委員） 

 〇クラスの中で成長過程を観察するような飼育は行っているのか。 

 

（教育指導課長） 

 〇メダカや蝶々などを飼育して観察するようなことはある。 

 

（大日方委員） 

 〇渋谷区では、食物連鎖の話や生き物の成長の変化が、自分たちの生活にどの

ようにリンクしていくのかということについて、実感が得にくいと感じてい

る。また、生き物に対する命の尊さや自分たちの生活にも昆虫類が身近であ

るというリアルな実感も必要だと考える。学力調査の正答率が高いことで、

リアルに観察することの大切さを忘れてはいけないと思う。 

 

--◇議事結果 ---------------------------------------------------------- 

○了承する。 

 

◆報告４ 

 令和４年度放課後クラブの登録状況について 

--◇説明要旨 ---------------------------------------------------------- 

(※別紙資料４に基づき地域学校支援課長が説明) 

 〇令和４年度放課後クラブの登録状況について説明する。記載の数値は、５月
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１日現在の確定数である。登録児童数は、Ａ会員は１，２６０人で、昨年度

確定値と比べ３１人の減である。Ｂ会員は３，１１７人で、昨年度確定値と

比べ１９４人の増である。合計４，３７７人で、昨年度確定値と比べ１６３

人の増である。放課後クラブに登録している児童の在籍数に対する割合は５

９．５％で、昨年度と比べ０．６ポイントの増である。特別延長に登録して

いる児童は、Ｂ会員３，１１７人のうち、１，１８７人で、昨年度確定値と

比べ５０人の増である。特別延長に登録している人の割合は、Ｂ会員のうち

３８．１％で、昨年度と比べ０．７ポイントの減である。私立学校等に通っ

ている児童は１３２人で、昨年度確定値と比べ５人の増である。指導員の配

置数は１７８人で、昨年度確定値と比べ８人の増である。 

 

--◇質疑応答 ---------------------------------------------------------- 

(松澤委員) 

 〇表の見方についてであるが、児童数の列の前年度との増減は、児童数自体を

比較した人数であり、Ａ会員、Ｂ会員の前年度との増減は、児童数を勘案し

たものではなく、単に会員数を比較した人数であり、登録率については、今

年度の登録率であり、全体の児童数に対する率であるという理解で合ってい

るか。 

 

（地域学校支援課長） 

 〇そのとおりである。 

 

（松澤委員） 

 〇児童数が増えたことで放課後クラブの利用者数が増えていることから、共働

きの家庭が多くなってきていると感じる。この辺りからも保育園が増えてい

ることが関係していると思うので、このような分析もできると考える。 

 

（平岩委員） 

 〇今後このような傾向は続いていくと思うので、スタッフの配置が足りている

のかという視点は常に持ちたいと思う。また、施設については、増やすので

はなく、使わせてくださいということを言い続けようと思う。学校の先生と

の共同理解という意味で施設を使わせてもらうことで、スタッフが分散して

配置されることになる。また、学校と放課後クラブが共同できる視点に立つ

と、できることが増えると思う。 

 

（大日方） 

 〇指導員の配置人数の原則について教えてほしい。 
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（地域学校支援課長） 

 〇利用児童４０人に対して４人を基本としている。それ以降は、利用児童２０

人にごとに１人配置している。また、特別支援学級を設置している学校には、

１人多く配置しており、要配慮児童がいる学校や分散が必要な環境にある学

校については加配している。 

 

（大日方委員） 

 〇子供が好きなことをできる良さが放課後クラブにはあって良いと思う一方、

家庭ではできることが放課後クラブではできないこともあると思うので、も

う少し大人が周りにいても良いと思う。また、渋谷区として地域連携という

点で、ボランティアの活用など取り組める余地がまだまだあると思う。 

 

（平岩委員） 

 〇自己肯定感に関しては、渋谷区ではあまり高くない傾向がある。これを学校

で解決することはなかなか難しいが、放課後クラブでは「放課後は良いとこ

ろ探しの時間」とも言われるように、いろいろな良いところを見つけること

ができるので、放課後クラブの理念を事業者の方と共有できると良いと思う。

また、教室では３５人に対して先生が１人であるため、１０人から２０人に

対して１人配置できると、もっと寄り添ってあげることができると考える。

何のための放課後クラブなのかということをもう一度皆で共有して、単に預

かっているだけの場所ではないという考えになれればと良いと思う。ボラン

ティアに関しては、コミュニティ・スクールのメンバーを取り入れるとうま

くいくと思う。 

 

（坂本委員） 

 〇放課後クラブの利用者数も増えてきているので、コロナ対策で見られていな

い現状を見学させていただく機会があれば良いと思う。 

 

（教育長） 

 〇昨年度までは、保護者に対しても学校に来ることを制限していたが、今年度

からは、徐々に日常に戻りつつある。学校に来ていただいた際に、ご覧いた

だける機会を作りたいと思う。 

 

（松本委員） 

 〇放課後の理念はすごく大事だと思う。そういう意味では、すぐに変えられる

部分もあると思う。また、「渋谷区『新しい学校づくり』整備方針」の中で
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も放課後がどうあるべきかということについて、充実した議論ができると良

いと思う。 

 

--◇議事結果 ---------------------------------------------------------- 

○了承する。 

 

◆その他 

（１）令和４年度一般会計補正予算案について 

--◇説明要旨 ---------------------------------------------------------- 

(学校施設整備調整担当課長) 

 〇本件は、６月１日から開催される令和４年第２回区議会定例会で「令和４年

度一般会計補正予算案」が上程される予定である。本来、本委員会に教育関

係予算について意見聴取に関する議案を提出すべきところであるが、現時点

において区長から意見聴取が送達されてないこと、また、次回の教育委員会

が区議会定例会開催後の予定であることから、補正予算案の意見聴取につい

ては、本日、内容を説明し、持ち回り議案として議決いただくという形をお

願いしたい。補正予算の概要について説明する。資料の「１ 補正予算案編

成理由」については、幡代小学校における児童数の増加に伴う、令和５年度

以降の普通教室不足を解消するため、小体育室を教室化するものである。具

体的には、小体育館内に、図書室と少人数教室２室を整備し、空いた既存校

舎の少人数教室２室をそのまま普通教室として確保し、図書室を普通教室１

室に整備する。次に、「２ 補正予算案内容（教育関係予算）」であるが、小

学校の施設工事費として７,１７７万９千円を予算額として計上している。 

 

(地域学校支援課長) 

〇本件は、学校施設整備調整担当課長による冒頭での説明と同様に、補正予算案

の意見聴取については、本日、内容を説明し、持ち回り議案として議決いただ

くという形をお願いしたい。補正予算の概要について説明する。「１ 補正予

算案編成理由」については、放課後児童支援員等を対象に、処遇改善として収

入を３％程度（月額９，０００円）引き上げる措置を実施することを目的とし

て、事業者に対する１年分の補助を実施するために必要な経費を歳出予算とし

て計上する。また、特定財源として経費に係る交付金の歳入予算を計上する。

本処遇改善措置の実施については、「放課後児童支援員等処遇改善臨時特例事

業」として令和４年２月より実施しているものを引き続き、令和４年度も実施

するものである。次に、「２ 補正予算案内容（教育関係予算）」であるが、（１）

歳入予算については、特定財源として、国庫補助金「保育士等処遇改善臨時特

例交付金」にて上半期４月から９月の６か月分の必要経費について、国の負担
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１０分の１０である、６３３万６千円、国庫補助金「子ども・子育て支援交付

金」にて下半期１０月から３月の６か月分の必要経費について、国の負担３分

の１である、２１１万２千円、都補助金「子供・子育て支援交付金」にて下半

期１０月から３月の６か月分の必要経費について、都の負担３分の１である、

２１１万２千円、合計１，０５６万円を予算計上している。（２）歳出予算に

ついては、「渋谷区放課後児童支援員等処遇改善臨時特例事業補助金」として

１年分の処遇改善措置を実施するために必要な経費１，２６７万２千円を予算

計上している。 

 

--◇質疑応答------------------------------------------------------------ 

(松澤委員) 

 〇小体育室を教室化することで、これまでの用途として使用できなくなると思

うが、これに対する今後の対応について教えてほしい。 

 

（学校施設整備調整担当課長） 

 〇地域が使っている部分については、時間の調整が必要になると考える。また、

体育の授業で使っている部分については、校庭と大体育室を併用する必要が

あると考える。 

 

（坂本委員） 

 〇小体育室が無くなるのは影響が大きいので、今後建て替えるのであれば、別

の対応はできないのか。また、何教室できるのか。 

 

（学校施設整備調整担当課長） 

 〇３教室を予定しており、図書室１室、少人数教室２室である。また、年度当

初に１学級３５人を超える場合は、教室を整備する必要があり、運動場に仮

校舎を作るなどを考えている。この計画はかなり大きなことではあるが、い

ざというときに対応できなくなるため、このような計画としている。 

 

（平岩委員） 

 〇補助金の来年度の見通しについて教えてほしい。 

 

（地域学校支援課長） 

 〇国に問い合わせている。 

 

（平岩委員） 

 〇放課後児童支援員に注目してくれているので、大変有り難いと思う。 
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◆その他 

（２）幼稚園教育職員の給与に関する条例について 

--◇説明要旨 ---------------------------------------------------------- 

(教育指導課長) 

 〇本件は、６月１日から開催される第２回区議会定例会で「幼稚園教育職員の

給与に関する条例の一部を改正する条例」が上程される予定である。本来、

本委員会に条例改正の意見聴取の議案を提出すべきところであるが、現時点

において区長から意見聴取が送達されてないこと、また、次回の教育委員会

が区議会定例会開催後の予定であることから、意見聴取については、本日、

内容を説明し、持ち回り議案として同意する旨の議決いただくという形をお

願いしたい。まず、改正理由及び改正内容であるが、非常災害時の緊急業務

に係る幼稚園教育職員の教員特殊業務手当について、東京都や他団体との均

衡を図り、上限額を６,４００円から１６,０００円に引き上げるためである。

次に、施行日であるが、公布の日からとしている。具体的な支給額の変更に

ついては、本条例改正案の可決後に規則改正により規定する予定である。 

 

--◇質疑応答------------------------------------------------------------ 

(松澤委員) 

 〇上限額６,４００円から１６,０００円の引き上げは、かなり大きな変更だと

思うが、これまで渋谷区がこの金額に抑えられた背景やそのほかの事情があ

れば教えてほしい。 

 

（教育ＤＸ政策推進特命部長） 

 〇特殊業務手当については、災害や子供が事故に遭ったときの業務に従事した

際に支払われる手当である。従事した業務別に段階的な引き上げがあり、「特

に被害が甚大な災害発生時における幼児を含む避難住民の救援業務」につい

ては、通常の業務外であるにもかかわらず、支給額があまりにも低いという

議論が国でもあったため、今回の改正に至った。条例の立て付け上、最高額

である１６，０００円のみ規定しており、そのほかの支給額については、規

則で定めることになっている。なお、昨年度に関しては、このような事態は

発生していない。 

 

（松澤委員） 

 〇４ページ目記載の内容で規則改正が予定されており、また、渋谷区は東京都

や他団体から遅れているわけではないというという理解で合っているか。 
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（教育ＤＸ政策推進特命部長） 

 〇そのとおりである。東京都では、令和４年２月に改正している。これを受け

て、特別区人事委員会の方で勘案して、各区で規則改正する流れとなってい

る。 

 

（坂本委員） 

 〇幼保一元化施設において、保育園の先生が同じ業務に従事したときにも、同

じ手当が支給されるのか。 

 

（教育委員会事務局次長） 

 〇区立保育園の職員については、区の職員であるため、区の職員の条例が適用

される。私立保育園の職員については、各事業者で決めている。 

 

 

議事終了 閉会 

 

 

上記記載の記録について相違ないことを認め、ここに署名する。 
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